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　【学内活動】
（学内職歴を含む）

文学部国文学科主任、文学部人事委員会委員長、文学部入試委員会委員、
全学人事委員会委員、国際交流委員会委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

日本語教育のための日本語教師養成の講座（「社会言語学」）を担当している。

博報児童教育振興会日本語海外研究者招聘事業審査委員会委員長、NPO日本話しことば
協会理事、新村出記念財団監事、富山県南砺観光大使

東北大学大学院文学研究科修士課程修了

文学博士（大阪大学）

日本語学、方言学、社会言語学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
人間文化研究機構国立国語研究所での共同研究プロジェクト「日本語変種とクレオール
の形成過程」のプロジェクトリーダーとして、国内外において、フィールドワークを実
施している。

平　成　23　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本方言研究会、社会言語科学会

日本語の時空間変異研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・日本言語文化論Ⅰ（通年）
・研究演習（通年）

授業科目

学部担当科目

・国文学講読（通年）
・演習Ⅰ（通年）
・演習Ⅱ（通年）
・国語学概論Ⅰ・Ⅱ（前期・後期）
・日本語の歴史Ⅰ・Ⅱ（前期・後期）
・国語学特殊講義（前期）
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共編

共編
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第2届中日韓朝語言文化比
較研究国際学術研討会

JLVC2012 （国立国語研究
所時空間変異系合同研究
発表会）

2012.3.20

東京堂

国立国語研究所：真
田信治

「古民家スタイル」
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「日本語学」30－13

「古民家スタイル」
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平成23年8月

平成23年11月

平成24年1月

明治書院平成23年9月

平成23年10月

平成24年2月

「言語研究」140

「国際日本研究セン
ターブックレット」2
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平成24年3月
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（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①台湾に渡った日本語の現在－ リ
ンガフランカとしての姿

エッセイ

中国・延辺大学

国立国語研究所

①台湾の宜蘭クレオールにおける否
定辞－「ナイ」と「ン」の変容をめ
ぐって－

②台湾「宜蘭クレオール」について

②県別 罵詈雑言辞典

③サハリンに残存する日本語
の談話データ

④

エッセイ

紹介

⑤

④

162ｐ

③

（学会発表）

⑤

①にっぽんの方言：「がんば
る」の各地の言い方

③にっぽんの方言：辞去する
ときの「あいさつ」

（その他）

②新刊クローズアップ『台湾
に渡った日本語の現在』

⑤

④

②宜蘭クレオールの形成とそ
の実態

⑤

①変革の前衛－東アジア残存
日本語

③

④


